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「なかなか当たらない」声にこたえて
　申し込み回数一～四回（抽選一回）
　　　　　　　五～八回（抽選二回）
　　　　　　　九回以上（抽選三回）
子育て世帯、単身者向け等の募集枠が
改善されました
長期空き家（事故住宅等）の活用で倍
率が改善されました
「介護の必要ない車イス単身者」への
入居が促進されました

「20回以上申込者」に優先入居の募
集枠が設定されます

「高齢者単身の募集戸数」を増やし
倍率が改善されます
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